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前回例会の報告 

2013年 10月 27日(日)第 1588回 

例会変更「 地区大会 」 

 

前々回例会の報告 

2013年 10月 18日(金)第 1587回 

卓   話「 職業奉仕月間 」 

卓 話 者 職業奉仕委員長 山中喜八郎 

今週の歌「 日も風も星も 」「 宵待草 」 

「堺北ＲＣの歌 」 

お客様の紹介 吉村一成様(大阪難波ＲＣ) 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

  

 

 

 

 

  

 
  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町2丁5-10 杉本ビル5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL   :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第2640地区) 久保治雄（クボ ハルオ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.org/kubo/ 

         E-mail ： kubo-2013@rid2640.org 

会長：城岡陽志  幹事：中川 澄  広報委員長：塩谷圭一 編集者 :坂田兼則 

2013年 11月 1日第 1587号・1588号 

本日の例会 

 

時間 

 

2013年 11月 1日(金)第 1589回 

卓   話「 ロータリー財団月間 」 

卓 話 者 ロータリー財団委員長 新井茂文 

今週の歌「 君が代 」「 奉仕の理想 」 

「バースディソング 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○会員・奥様誕生祝い(11月度) 

 綿谷 享子様(10日)木畑 明子様(16日)  

○結婚記念祝い(11月度) 

 宇瀬治夫会員( 3日) 米澤邦明会員( 4日) 

 村上強志会員( 7日) 山ノ内修一会員(16日) 

 中田 学会員(18日) 塩見 守会員(18日) 

 三上尚嘉会員(23日)  

2013年 11月 8日(日)第 1590回 

卓 話 「           」 

卓話者 山中喜八郎 会員 

次回の例会 

 

時間 

 

＜10月18日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員32名･準会員１名) 33名 

出席会員             19名 

出席準会員              0名 

欠席会員              14名 

ゲスト                0名 

ビジター              1名 

9月 13日(金)の出席率  93.75％ 

 

http://www.sakai-kita.jp/
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卓     話 
 

 

 

「職業奉仕月間について」 

職業奉仕委員長 山中喜八郎 

 

 今年の城岡会長の運営方針は５月２２日に出されました。皆さん覚えてられますか？

いくつ方針がありましたか？そう、２つですね。 

それは「奉仕で感動を」と「増強で活力を」です。 

 

１．奉仕で感動を 

「ロータリーの素晴らしさを実感し、感動するのは奉仕活動であります。（４大奉仕部門

の）各委員長さんを中心に各委員会がまとまり「ファイヤーサイドミーティング」を活

発に行い、その中で信頼と友情を深め合う昔の堺北クラブの伝統を取り戻し、楽しいク

ラブ運営をやっていきます。そして、ロータリーの奉仕活動を通じて、生きがい・やりが

いを感じ感動を味わう展開をしていきます。」 

４大奉仕の委員長皆さん「ファイヤーサイドミーティング」の進み具合はどうですか。も

う１２月がそこに来ています。動かねば間に合わない様に思います。 

 

２．増強で活力を 

「クラブ活性化の為には、増強は必須条件であります。（座して死ぬより討って出る）と

言う言葉があります。今こそ、ピンチをチャンスととらえ増強のチャンスです。増強委員

会を中心にして、若い人達で（増強プロジェクトチーム）を作ります。そして（一人紹介

運動）を展開して４０人と言う大きな目標にチャレンジします。 

堺１１ＲＣでも、堺北はそれなりに認知されてはいますが、本当の実力はこんなものでは

ないと考えています。メンバーが誇りを持てるクラブは堺ＲＣは別格として、２番目とし

ての不動の地位が必要であり、それが４０人台なのです。誇りの持てるクラブ、又新人や

解散するクラブの人が入りたくなるクラブを是非作らねばなりません。 

達成できれば、あとはマイナスの回転からプラスの回転へ流れが逆行して、素晴らしい未

来が待っています。全員で（夢）の達成に向けて前進しましょう。そして輝かしい３５周

年を迎えましょう。 

皆さんのパワーと団結で堺に奇跡を起こしましょう。と結んでいらっしゃいます。改めて

どう思いますか？これが堺北ＲＣの２５年度の方針です。 

もう一度会長さんの言葉をかみしめて、頂けませんか？僕は城岡さんとよく行動をします

ので、今年ですよ増強のチャンスは。城岡さんのお顔の広さと、やる気に私達もうまく乗

って、自分を大きくしてみませんか。東北大震災の所のクラブは、人数を減らしていませ

んが、減少時に何もしなかった東京のあるクラブは潰れました。 

特に城岡さん・山ノ内さん・綿谷さんで、３５周年になります。今動かなければならない

様に思います。 

今動かないで何時動きますか。「今でしょう」 

今、此のチャンスに、自分を作ると言う思いを持って行きますと必ず成長します。私達は

ロータリーに自分が成長する為に来ていると思います。 

さぁ皆で、腰を上げましょう。 

そして、此の話をテーマにして、会員全員でトコトン、この堺北ＲＣとＲＣの将来を話合

い、皆さん全員が納得。そして会の事、ＲＣの事を理解してもらった上で、役員さんは皆

様方の意見が反映出来るＲＣの運営をしなければならないと思います。是非早急に地区の
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件も含めて、この件で「ファイヤーサイドミーティング」を開催して頂きたいと思います。 

 

３．それでは職業奉仕の話をしましょう。 

今、クラブを会長さんのご指示の様にしようとしますと、どうしてもせねばならない必要

な事が有ります。 

それは、今以上にクラブに魅力を付けねばなりません。例会に新入会させようと思う人を

連れてくれば、その時どんなクラブであれば入会を決意しますか？どんな雰囲気がいま以

上に必要ですか？先輩会員に話し掛けても、例えばライオンズクラブとの差が分からない

会員さん、他のＮＰＯ法人との奉仕と私達ロータリーの奉仕の根本的な差が分からない会

員さんはいらっしゃいませんか？昔はわからなくても、仲良しクラブだけでもなりたった

時代がありました。今は少し変わっている様に思います。そこで、私は仕事の関係で、週

に１・２度京都にいきます。今年の３月に同志社大学の今出川キャンパスで「日本企業の

長寿の秘訣を探る」と言う記念講演会にお手伝いをさせて頂いた時、講演会が始まります

と、「石田隆一 株式会社イシダ取締役会長さん」のお話、１２０年続いていて、現在売

上で７８６億円従業員１０００人。昭和の大恐慌で、潰れかかった時に朝鮮戦争の特需に

尺がメートルに変わり、大儲けした時の話、なんの努力もしてなく良い風が吹いて、難関

を突破したように思いますが、競争相手が政府で石田さんは後発メーカーであったのでな

かなか許可が下りず、もう駄目かと首括ろうと、何度か思ったが、意地の悪い政府役人も

粘りで突破すると言う、大変な苦労であった様です。あまりの仕打に何度が挫折しかけた

が、他にあてもなく、尋常でない頑張りで切り抜けた。と言ってらっしゃいました。「池

坊由紀 池坊華道次期家元さん」ベースがあの有名な（六角堂）さんですが、昔は火事が

多く燃える度に、貧乏をしていました。又火事で丸焼けになり、もうあかんと思った時に、

教える為のお寺がありませんので、内弟子稽古は出来ませんが、当時なかなかしなかった、

出稽古を思いつき、どっちみちあかんのであれば、イチカ、パチカで出稽古に出ました。

当時は出稽古は格が下に見られますので、名の有る所は嫌いましたが、そんな事はいって

られません。背に腹は代えられないと言う事で、恥も外聞も忘れて出稽古に出ました。こ

れが、功を奏したのです。明治の事なのでこの頃はお茶もお花も弟子が習いに来るのが当

たり前の時代、又名門の蛸薬師の六角堂です。思いきって出ました。食べられないから京

都第一高女に出稽古に行く。世間からは、特に学校関係者からは、きつい仕打ちがあった

が、食えないので何を言われても頑張っている間に、明治政府の目に留まり、お寺の宗派

は関係ない、これからは全国に華道で良妻賢母の教えをするようにと、政府のお墨付きを

頂き、全国に広げ現在に至っています。現在では当たり前の出稽古が当時の人には珍しい

事であった様です。また、誰もしていない事に勇気を振り絞って進んだ事が良かった様で

す。お蔭で５５０年続いています。今は池坊短期大学が有る様に、学問としても華道を教

えています。「大倉治彦 月桂冠株式会社取締役社長さん」創業１６１３年（徳川吉宗の

時代）３７０年続く伏見の大手つくり酒屋。大倉財閥の御大将と京都では呼ばれています。

酒造りは季節、特に自然相手の仕事なので、浮き沈みが大変でした。そこにここも火を扱

いますので、何度かの火事で、全財産を何度も何度も失いました。また防腐剤の無い時代

なので、温度管理に失敗し、酒を腐らせ、何度も大損を切り抜けて、又酒米が取れずに酒

が造れず、破産寸前までいきました。 

お三人の長寿企業の知恵のお話を頂きました。風邪を引いた時の様な背中な悪寒が走りま

した。努力もさることながら、運だけではありませんが、神のお導きの様な事が３企業と

も起きています。これはなんでしょうね。 

これが大事なのです。 

そしてこれが職業奉仕につながるのです。 

ここから先が一番大切なのですが、「ちょうど時間となりました。これから先は又の御縁
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会 長 の 時 間 

委 員 会 報 告 

とお預かり、ではさいなら。 

 

 

 

会長 城岡陽志 

 

 すっかり秋めいてきましたが、寒暖の差が激しいので、体調管理に務めて下さい。 

さて、地区の方も色々ありますが、地区大会をピークに次年度の準備へと入り、ゴタゴタ

も一服すると思われます。当クラブとしては公式訪問は拒否せず、延期申請をしておりま

すので、御了承下さい。 

 

「ガバナー公式訪問延期のお願い」 

前略 久保ガバナーの精力的な活動に、敬服いたしております。 

さて、１０月４日(金)に、堺北クラブに対するガバナー公式訪問の予定を頂いておりま

すが、当クラブは、現在、奉仕事業のメインである子ども囲碁フェスタ・堺の準備の真っ

最中であります。子ども囲碁フェスタ・堺は、日本棋院、堺市教育委員会、堺市こども会

育成協議会の後援を得て開催しており、今年で３回目を迎えます。当クラブの会員は、全

員が囲碁フェスタ準備委員会の構成員となり、各人が案内状作成、寄付集め、各団体との

調整作業、会場設営協議等に奔走し、連日会議や打合せが行われております。 

また各委員会行事も１０月、１１月に集中しますので、今が奉仕活動の準備のピークで

す。 

そのため、ガバナー公式訪問に向けた資料づくり等の準備ができない状態です。 

こちらの都合で勝手を申しますが、公式訪問の日程を延期していただきたく、お願い申

し上げます。本年度の奉仕活動がほぼ終了する春ごろとして頂ければ幸甚に存じます。時

期が近づいてまいりましたら、改めて日程調整をさせていただきますようお願い申し上げ

す。      

 

 

 

広報委員会 

「2013～14年度地区大会に参加して」 

広報委員会  池田茂雄 会員 

「第１日目」 

 10月 26日(土)「スターゲートホテル関西エアポート」において午後２時 30 分行事開

始のため、１時間ほど前に会場に到着しました。受付であなたのクラブは地区人頭分担金

が未納であるとの理由で入場が許されませんでした。そのことは分かっていましたが、毎

年１日目と２日目に参加しておりますので、今年も参加すべく行きました。納入クラブ名

は貼り紙がしてあり、「大阪府 20クラブ」、「和歌山県10クラブ」、従って、当地区全地域

では「未納クラブ 41クラブ」ということになります。このうち、「堺市内での納入クラブ 

５クラブ・未納クラブ ６クラブ」です。この大会で、ガバナー提案の大会決議(案)、決

議第１号議案から決議第 12号議案までの全議案が可決承認されたと聞いております。 

 一方、入場を許されなかった会長の皆様方は、事前に作成していたほぼ反対内容の「地

区大会決議案」をもとに、同時間帯に別の会場において全議案が審議のうえ可決承認され

ました。 
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「第２日目」  

 10月 27日(日)「国際障害者交流センター ビッグ・アイ」において午前10時行事開始

のため、30分ほど前に会場に到着しました。受付にて、「私、登録をしていないのですが、

入場できますか」と聞きましたら、「いらっしゃいませ。どうぞ、お入り下さい」と云っ

て、出席カードと昼食弁当引換券をもらい入場しました。主催者から、当地区 9月 30日

現在の会員 2,046名、地区大会登録会員566名との発表がありました。でも実際の参加者

は、200 名くらいでした。プロ野球解説者 野村克也氏の記念講演「我が野球人生」が始

まるころには、260～270名になりました。野村元監督、開口一番、「私は、超満員の甲子

園では緊張しながらやっていましたが、今日はガラガラなので気楽な気持ちでやらせてい

ただきます」とジョークを交えながらの切り出しでした。ところが段々と熱が入り、プロ

グラムでは１時間半の予定が延々と１時間 50分つづきました。苦労話しや日頃聴くこと

のできないプロ野球界の話しなどがあり、途中での退席者は一人もいない熱気に包まれた

中での講演でした。来て良かったと思った次第です。 

１日も早く、この地区が正常な状態に戻って欲しいものだと感じながら会場をあとにしま

した。 

 

「１０月号ロータリーの友 ご紹介」 

広報委員 坂田兼則 

 

①皆さんに読んで頂きたい記事 

「私が考える職業奉仕」  

ヨコ組記事 P ８～Ｐ１３ 

１０月は職業奉仕月間ということで特集を組んでいます。「社会奉仕や国際奉仕、等他の

奉仕と比べて解釈が広くなり、様々な考え方があるようです。「職業＝お金儲け、ではな

く職業はそのお金儲けも含んだものであると考えさせられます。いろいろな意見が掲載さ

れていますので、改めて自身の職業奉仕について見直すきっかけになります。 

 

②読んで面白い記事 

「絶えたるを継ぎ廃れたるを興す」 

タテ組記事 P4 ～Ｐ８ 

子供の教育で忘れ去られようとしている「国を愛する」 

「地域を愛する」心を取り戻すことに熱心に取り組んだ記事です。感謝の念や自立心を養

う環境がもっとも大事であると、改めて考えさせられる記事です。 

 

 

第３回子ども囲碁フェスタ・堺 

第３回準備会議 報告 

 

「 打合せ会議 」 

囲碁フェスタ準備委員会 

  副委員長 坂田 兼則                                                   

 

日時：平成 25年 10月18日（金）午後6：30～9：30 

場所：すし亭「幹」   

 

第３回子ども囲碁フェスタ・堺 本年度の準備活動についての、打合せ会議を下記会員に



 

 -- 6 -- 

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

て開催いたしました。 

出席会員 城岡・中川・宇瀬・山ノ内・中田・山田・ 

畑中・塩見・北側・小西（幹）・坂田                            

計１１名出席。 

 

 

社会奉仕委員会 

自転車引ったくり防止キャンペ－ン 

「自転車防犯カバ－配布」 

       社会奉仕委員長 坂田兼則 

   

日時：平成 25年 10月１7日（木） 

午後 3：00～ 

場所：「堺市役所前ひろば」にて 

堺警察署主催の「自転車ひったくり防止キャンペ-ン」に下記の会員にて参加いたしまし

た。 

 

参加会員 堀畑・山中・那須・綿谷・笹山・嶽盛・ 

坂田 計７名参加。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

         

                                        

 

 

 

嶽盛和三会員 吉村様ご来会有難うございます。 

山中様卓話有難うございます。 

城岡陽志会員 先週、ベトナム出張で例会欠席ですみませんでした。 

綿谷副会長の滑舌の良い挨拶で有難うございました。 

ベトナムでは私の滑舌で充分通じました。ご参孝迄に。 
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藤永 誉会員 禁煙７日目です。目標の力はすごいものです。 

合 計 ９，０００円 

 

 

 

（１）配 布 物 週報資料 

ロータリーの友 10月号 

（２）連絡事項 １１月１日(金)例会終了後、理事会を開催致しますので、理事・役員の 

方はお集まり頂けます様お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

幹 事 報 告 

「ロータリーの基本知識」 

 

日本で最初のロータリークラブは、1920 

（大正 9）年 10 月 20 日に創立された東京ロータリークラブで、翌 1921 年 4 月 1 日に

世界で 855 番目のクラブとして、国際ロータリーに加盟承認されました。 

 日本のロータリーは、第 2 次世界大戦の波に洗われて、1940 年に国際ロータリーから脱退

しましたが、戦時中も水曜会、木曜会などのように名前を変えて活動を続けました。 

 戦後 1949 年 3 月に復帰加盟。 

その後の日本のロータリーの拡大発展には目覚ましいものがあります。ロータリー財団への貢

献も抜群で、今や国際ロータリーにおける日本の地位は不動のものになりました。 

 日本は、現在 34 地区に分かれており、そのうちの 1 地区（第 2750 地区）には、北マリ

アナ諸島、グアム、ミクロネシア、パラオという海外の地域が含まれています。 

 日本国内のクラブ数は 2,292、会員数 8 万 9,228 人（2012 年 5 月末現在）。日本のロー

タリアンたちは、地域社会で、そして世界の各地で、さまざまな活動をしています。 

 

福島喜三次（ふくしま きそじ）（1881 ～ 1946） 

日本人第 1 号のロータリアン。 

米山梅吉とともに日本にロータリークラブを創設した人。 

佐賀県の有田出身。三井物産に勤め、1905 年渡米、1915 年に 

ダラスＲＣに入会。1920 年帰国し東京ＲＣ創立会員になったものの、 

大阪転勤により 1923 年、大阪ＲＣ創立会員ともなりました。 

この年に関東大震災が発生、彼はクラブ幹事として、世界の各クラブから 

の救援物資を東京へ輸送するなど、大活躍しました。大変誠実な人として 

知られ、座右の銘は「利他即自利」。 
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